
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 35 （回答者数）
16

～ 2025年　12月　20日

（対象者数） 7 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・疾患/特性等にとらわれず、環境やその子を取り巻く

　状況をより詳しくヒアリングすることや、広い視野を

　もって支援をしていくこと

2

・クラス替え等の大きな環境の変化に対してのフォロー

　を検討していく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・引き続き採用を進め、スタッフ人数の充実を図っていきま

す。

2

3

・個々の特性や疾患だけでなく、発達状況やライフステージに

あわせた支援をその都度検討していること

・支援とは別に必要に応じて相談時間を設けていること

・子供の発達状況を日々評価しながら支援を取り組ん

　でいること

・多職種連携（作業療法士・保育士）し、様々な視点で

　子供の発達に関わっていること

・学校後の来所の場合、特に疲労感や負荷などを確認し日々課

題の変更や調整を行っていること

・課題を行うだけでなく、学校や家での生活などをお子様

とお話をするなど、お子様視点での状況の確認や出来事を一緒

に整理をしていくようにしている

・表情などの変化に気が付けるように気にかけていること

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・利用者様に振替やキャンセルなどのご迷惑をおかけしてし

まっている

・スタッフ人数不足により、対応できない日時がある

2025年　12月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名

○保護者評価実施期間
2025年　12月　3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


